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本日が１学期の終業日となります。１学期を振り返ってみてどうでしたか。１年生は期待と不

安の中での高校生活のスタートの学期、２年生は３年生からバトンを引き継ぎ、部活動を始め学

校行事の多くの場面でその中心となる学期、３年生は、いよいよ自分の目標に向かってスタート

し始めた学期だと思います。全体としては、コロナ禍の中で、勉強や部活動、学校行事に本当に

一生懸命取り組んでくれたと思います。 

一方で、個人として１学期を振り返るとどうだったでしょうか。うまくできたところ、逆にう

まくできなかったところ、個人によって振り返りは様々だと思います。うまくいかなかったこと

がある場合は、事後に振り返りをするだけでなく、事前にこれから自分が起こそうとする言動に

対して、「想像力を働かせる」ことを考えてみてください。この「想像力を働かせる」とは、授業

で言う所の、「見通しを立てる」や、課題研究で言う所の、「仮説を立てる」ということもできる

と思います。想像力を働かせるということは、学習だけでなく、人間関係はもちろん、日常生活

のあらゆる場面で求められ、人間関係を良くしたり、仕事や学習をスムーズに進めたりするうえ

で、非常に大事な能力です。 

想像力を働かせることができる人は、先々のことを予測できるため、勉強や、やらなければな

らないことの優先順位付けが上手く、スピーディにものごとをこなしていくことができます。日々

の学校生活で、課題や授業の予習・復習等、自分のやるべきことに優先順位をつけて、逆向きで

計画を立て効率よく物事を進めていくことができるようになるといいですね。 

また、想像力を働かせることができる人は、発生しうるリスクについて予測ができるため、リ

スク管理能力が高く、対処法や回避策にも通じているので、実際に何かが起こった時の対応力に

も優れています。日々の生活の中で、自分の言動が相手や物事にどのような影響を及ぼすのかを

考えることは、人間関係や物事を進めていく場合にとても重要なことです。実際に自分では些細

なことと思ってとった言動で相手の気分を害したり、事態を悪くしたりした経験を持った人は多

いのではないでしょうか。このような場合、事前に自分の言動がどのような影響を及ぼすのかに

ついて、しっかりと想像力を働かせることが大切です。 

逆に言えば、想像力を働かせないと、深く考えずに行動をしてしまい、友好な人間関係を作っ

たり、ものの本質にたどり着いたりすることはできません。現在は疑問に思うことを深く考えず

に、スマホなどで、検索し、解決することが可能です。しかしながら、日頃から頭を働かせる習

慣がないと、どんどん想像力は失われていきます。新聞を読んだり、読書をしたり、自分の頭で

しっかりとものごとを考える時間を作ることが大切です。 

そして、想像力を鍛えたいなら、自分だけの考え方に囚われないことが重要です。他人や書物

との対話を通じて、自分にない価値観に触れることで、視野を広げ、想像力を鍛えることができ

ます。授業の受け方についても、単に聞いて理解するだけでなく、授業を通じて先生や教材と対

話をし、自分の見通しとは違う疑問点を大切にし、それをじっくりと、解決していくことで、想

像力が鍛えられ、物事の本質に迫っていくことができます。 

今年の東京大学の入学式で、映画監督の河瀨直美氏は、新入生に向けた祝辞の最後を、次のよ

うに締めくくっていました。 



「この自由な学びの場で存分に生きてください。これからたくさんの人に出会い、たくさんの

本を読み、様々なことに挑戦していくのでしょう。見た景色、聞こえた音、匂い、味、肌触り、そ

こから生まれた感情を大切に、どれだけ小さかろうとあなた自身の想像力をもって真理を見つけ

るたった一つの窓の存在を確かめてください。どこまでも美しいこの世界を自由に生きることの

苦悩と魅力を存分に楽しんでください。」と。 

想像力を働かせるということは、ものの本質を見極め、人生を自分だけの豊かなものにしてく

れる自分軸を持つことに繋がっていくのです。何か行動に移す前、何かを言う前、それが、周囲

の人や物事にどのような影響を与えるのかをしっかりと考えられるようになれるといいですね。 

２学期の始業式にまた元気に再会できるよう、充実した夏休みを過ごしてください。 

以上で、終わります。 
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